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１．令和４年度教育関係歳出予算
当初予算概要 内は令和３年度

(1) 一般会計款別図表

(2) 教育費目的別構成図表 (3) 社会教育費目的別構成図表

民生費

66,053,664千円

39.3%
63,030,719千円

36.5%

土木費

21,694,610千円

12.9%
21,683,365千円

12.6%

公債費

21,485,323千円

12.8%
21,252,541千円

12.3%

総務費

21,117,696千円

12.6%
19,265,180千円

11.1%

教育費

12,692,018千円

7.6%
20,917,663千円

12.1%

衛生費

9,721,285千円

5.8%
11,853,615千円

6.9%

消防費

4,991,497千円

3.0%
4,487,733千円

2.6%

農林水産業費

4,701,186千円

2.8%
4,612,656千円

2.7%

商工費

3,980,396千円

2.4%
4,051,126千円

2.3%

議会費

742,356千円

0.4%
753,709千円

0.4%

労働費

594,725千円

0.3%
671,039千円

0.4%

その他

123,500千円

0.1%
123,500千円

0.1%

一 般 会 計
167,898,256千円

172,702,846千円

中学校費

3,004,416千円

23.7%

8,186,611千円

39.1%

社会教育費

2,754,360千円

21.7%

2,641,304千円

12.6%

小学校費

4,617,517千円

36.4%

7,695,849千円

36.8%
教育総務費

1,981,166千円

15.6%

1,864,654千円

8.9%

幼稚園費

334,559千円

2.6%

529,245千円

2.6%

教 育 費
12,692,018千円

20,917,663千円

科学博物館費

566,564千円

20.6%

239,207千円

9.1%

公民館費

487,033千円

17.7%

820,997千円

31.1%

市民学習

センター費

231,447千円

8.4%

225,115千円

8.5%

社会教育総務費

213,057千円

7.7%

228,079千円

8.6%

文化費

210,628千円

7.6%

128,642千円

4.9%

民俗民芸村費

145,186千円

5.3%

128,681千円

4.9%
図書館費

792,862千円

28.8%

767,702千円

29.1%

郷土博物館費

107,583千円

3.9％

102,881千円

3.8％

社会教育費
2,754,360千円

2,641,304千円
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２．令和４年度主要施策 

令和４年度主要施策に係る現状と課題 

                             （所属名 生涯学習課） 

主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

１．子どもかがやき教

室事業 

１０，０１９ 

心豊かでたくましい子どもを社会全体で

育むため、学校の余裕教室や体育館、公民

館などを活用し、子どもの居場所の確保を

図り、地域住民が指導員となり、子どもた

ちの放課後や学校休業日における学習活動

やスポーツ・芸術文化活動、地域交流活動

を実施するもの。 

 また、放課後子ども総合プラン運営委員

会（ＰＴＡ、健全育成関係者、学識経験者

等で構成）を開催し、児童健全育成事業と

の連携を含めた効果的な運営の在り方につ

いて検討し、総合的な放課後対策の推進を

図る。 

 
＜参考＞各地域における教室数 

 

 
 

年度/ 

地域 

富 

山 

大 

沢 

野 

大 

山 

八 

尾 

婦 

中 

山 

田 

細 

入 
計 

R4 27 3 2 4 6 1 1 44 

R3 24 3 2 3 3 1 1 37 

R2 21 3 2 3 4 1 1 35 

R1 27 3 2 4 5 1 1 43 

H30 27 3 3 4 5 1 1 44 

 市内小学校区で

実施。子どもの数

の減少や指導員不

足等により教室数

が減ってきている

が、多様な体験活

動等それぞれの地

域の実情に応じた

事業を新型コロナ

ウイルス感染拡大

防止対策を講じた

上で、実施してい

く。 
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主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

２．生涯学習コミュニ

ティフォーラム開

催事業 
１００ 

 少子・超高齢社会に対応し、人と人との

絆を大切にした地域社会の形成や、地域ぐ

るみで子どもを育てる環境づくりのため、

講演や事例発表を行い、心豊かな地域コミ

ュニティづくりを推進するもの。富山市ふ

るさとづくり推進協議会へ委託して実施。 

 

新型コロナウイ

ルス感染症拡大防

止のため、参加人

数を制限して開催

する。 

３．壮年期自己啓発助

成事業 
３５０ 

 壮年期（５５歳以上）を迎えた市民の自己

啓発支援の一環として、県内大学が行う社会

人向け講座（科目等履修、聴講生制度等）の

受講修了者に、受講料の一部（２分の１）を

助成するもの。 

＜参考＞助成件数の推移 

年度 件数 助成金額 

R3 23 件 114,250 円 

R2 15 件  81,100 円 

R1 69 件 342,100 円 

H30 66 件 324,250 円 

H29 60 件 289,700 円 
 

 助成件数が減少

しているため、各大

学の担当者と連携

し、周知に努める。 

４．社会教育団体支援

事業 

     １，７５３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 時代に即した成人の学習・活動の促進を図

るため、研修や青少年育成、家庭教育に関す

る事業を富山市ＰＴＡ連絡協議会へ委託す

る。また、社会教育団体に対し事業費の一部

を補助するもの。 

１ 委託事業   ７００千円 

(1) 良書推薦事業委託 

(2) 成人教育活動事業委託 

 

２ 補助事業 １，０５３千円 

   富山市ＰＴＡ連絡協議会（団体補助金） 
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主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

５．ふるさとづくり 

推進事業 

３６，２７２ 

富山市ふるさとづくり推進連絡協議会に

次の事業の委託・補助を行い、各地区にお

けるふるさとづくり事業の充実を図るも

の。 

１ 委託事業   １０，６６０千円 

 (1) ふるさとづくり推進会議運営委託 

              （８２地区） 

 (2) 公民館ふるさと講座開催委託 

              （８２地区） 

 

２ 補助事業   ２５，６１２千円 

 (1) 地域づくりふれあい総合事業補助金 

              （８２地区） 

 (2) ふるさとづくり推進研修事業補助金 

        

 (3) ふるさと活性化事業補助金 

   地区ふるさとづくり推進協議会が行

う地域活性化に資する事業に対し助成 
 ＜参考＞ふるさと活性化事業実施地区数の推移 

年度 実施地区数 補助金額 

R3 6 地区 1,416,000 円 

R2 8 地区 1,435,386 円 

R1 11 地区 2,859,357 円 

H30 9 地区 2,876,000 円 

H29 10 地区 2,605,867 円 

 

(4) 富山市ふるさとづくり推進連絡協議会

（団体補助金） 

各地区ふるさと

づくり推進協議会

において、それぞ

れ特色を生かした

事業を展開してお

り、コミュニティ

の形成、生涯学習

の推進に効果を挙

げている。 

 しかし、参加す

る住民が固定され

つつあり、幅広く

参加者を募ること

が課題となってい

る。 

 地域住民が積極

的に参画できる講

座の開設や事業内

容の充実、地域住

民への PR がさら

に求められる。 

新型コロナウイ

ルス感染症拡大防

止のため、昨年に

引き続き中止とな

った行事もある

が、人数制限や開

催方法の見直し等

感染対策を講じて

実施していく。 

 
 

６．公民館類似施設建       

設補助事業 

１９，１７０ 

公民館類似施設（自治公民館）の建設等

に対して補助金を交付する。 
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主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

７．公民館類似施設整

備資金貸付金貸付

事業 

    １２，５００ 

公民館類似施設（自治公民館）の建設等

に対して貸付を行う。 

 

８．公民館建設事業 

１０８，７９５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 船峅公民館耐震補強及び改修工事 

[耐震補強及び改修工事] 

※Ｒ３・４年度継続事業 

① 場  所 坂本地内 

② 延床面積 ３３１．２０㎡ 

③ 構  造 鉄筋コンクリート造2階建 

 

２ 蜷川公民館改築事業 

[基本設計] 

[地質調査] 

船峅公民館の工

事完了により、市

内８２館全ての公

民館で耐震基準を

満たすことにな

る。その他の館に

ついては、施設の

老朽化や地域ニー

ズを勘案しながら

順次整備に努め

る。今年度は蜷川

公民館の改築工事

に着手する。 

９．地域生涯学習支 

  援事業 

１４，１４２ 

 

 自治公民館等に対する生涯学習活動の支 

援を行うことにより、地域の活性化を図る。 

１ 自治公民館活動推進事業 

 

２ まちづくり講師・指導者派遣事業 

 

３ 生涯学習団体支援事業 

 

地域に密着した

公民館活動を推進

するために、身近

で参加しやすい環

境づくりに努めて

いる。 
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主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

１０．文化財保護事業 
４５，２２４ 

 

 

１ 重要文化財浮田家住宅保存管理 

重要文化財旧森家住宅保存管理 

 

２ 登録有形文化財旧馬場家住宅保存管

理 

 

３ 文化遺産等保存活用推進事業 

  ・旧米田家住宅の維持管理 

 

４  県指定天然記念物「浜黒崎の松並木」

環境整備 

 

５  文化財保護普及管理 

・文化財案内板の修繕等 

   

６  文化財保護支援８件 

  ・市内の指定文化財等の保存・継承

について支援を行う。 

 

７  文化財保護管理事務 

・千歳御門の維持管理などを行う。 

浮田家住宅や旧

森家住宅などの文

化財を良好な状態

で維持していくた

め、老朽化した部

分の修繕等を適時

適切に行う必要が

ある。 

 

 

１１．博物館等利用促進

事業 
１，０５０ 

１  孫とおでかけ支援事業 

  祖父母と孫が一緒に対象施設を訪れ

た場合に、観覧料等を全額無料にす

るもの。県内１３市町村にある５８

施設が対象。 

 

２  キャッシュレス決済事業 

  ・郷土博物館、佐藤記念美術館、科

学博物館、ガラス美術館において、

電子マネー等を使用し入館料等を

支払えるよう環境を整備する。 

孫とおでかけ支

援事業利用者の更

なる増のため、PR

活動に努める。 

 

 

キャッシュレス

決済システムの導

入により来館者の

利便性が図られて

いる。 
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主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

＜参考＞ 

富山県とやま親学び推進

事業（県事業） 

 

 

家庭の教育力の向上を目指し、「親を学

び伝える学習プログラム」の普及・啓発

を推進するため、小中推進リーダーや小

中推進スーパーリーダー等を配置するも

の。 

 

１  小中推進リーダー等の配置  

小中推進リーダー： 

市内に４０名配置 

小中推進スーパーリーダー： 

市内に４名配置 

幼保推進リーダー： 

市内に３名配置 

 

２  小中推進リーダー等の役割 

  (1) 親学び講座の企画・運営及び普

及・啓発 

   ア ＰＴＡ研修会等、ＰＴＡ行事で

の企画・運営及び普及・啓発 

   イ 学年学級懇談会、入学説明会

（就学時検診時）等、学校行事

での企画・運営及び普及・啓発 

   ウ 幼稚園・保育所等での普及・啓

発 

(2)新たな親学び講座進行役の発掘

と指導法の伝授 

ア 各学校ＰＴＡ役員等の中から親

学び講座進行役を発掘 

   イ 講座進行役への講座進行方法や

留意点等をアドバイス 

 

※富山市教育委員会では、 

 ①親学び講座の実施支援 

 ②推進リーダー推薦   を行う。 

 

地域のつながり

が希薄化するなか、

すべての親が安心

して子育てができ

るよう、家庭教育を

支援する必要があ

る。 
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令和４年度主要施策に係る現状と課題 

 
                         （所属名 民俗民芸村） 

主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

１．管理運営事務費 

１３６，９５４ 
施設の維持・管理・事務費 

・村内施設設備等修繕 

・文化財燻蒸・防カビ業務等 

老朽化した施設等の修繕・

改修に努めている。 

２．展示開催事業費 

３，９００ 
売薬資料館特別展「養立湯」

等、計１０回の企画展等の開

催を予定 

来館者のニーズに応え、魅

力ある企画や展示に努めて

いる。 

３．普及活動事業費 

１，４１４ 
・陶芸教室 

   ４月～１２月 

・染物教室 

   ６月・１２月 

・夏休み親子陶芸教室 

   ７月・８月 

・夏休み親子染物教室 

   ８月 

・いろりを囲むお話 

   ５月～１２月 

・呉羽山歴史探訪ツアー 

   １１月  

歴史・民俗・美術に対する

市民の理解を促すととも

に、個々の知識と創造性を

育むよう努めている。 

 
新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、受講者数を

制限している。 

４．調査研究事業費 
６４１ 

収集方針に沿った文化財の資

料収集等 

地域性や各施設の特色を考

慮し、歴史・民俗・美術資

料の収集に努めている。 

５．環境整備事業費 
２，８８３ 

・村内樹木剪定業務 
・草刈除草業務 
・施設及び樹木雪囲い等 

豊かな自然に囲まれた村の

景観維持に努めている。 
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令和４年度主要施策に係る現状と課題 

 
                         （所属名 埋蔵文化財センター） 

主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

１．埋蔵文化財調査 

事業費 

 
３０，６８７ 

１ 市内遺跡発掘調査、出土

品整理 

 (１)市内遺跡発掘調査 

 (２)市内遺跡試掘調査 

 

(３)県営農地整備工事試掘

調査事業 

 

２ 埋蔵文化財普及活動 

 (１)発掘調査現地説明会等 

 (２)発掘速報展 

 

・各種開発行為に伴う市内

遺跡の発掘調査・出土品 

整理、試掘調査を実施する。

開発行為に対して円滑な 

対応が必要である。 

・婦中町羽根地区において 

３．２ha の試掘調査を行う。 

 

・現地説明会、発掘速報展、

を開催し、埋蔵文化財の 

普及に努める。 

２．文化財保護事業費 

 
１０８，２４７ 

１ 北代縄文広場管理運営 

 

２ 安田城跡歴史の広場管理

運営 

 

３ 史跡保存整備事業 

 

 

 

 

 

 

４ 安田城跡歴史の広場 

再整備事業 

・整備した史跡等施設の 

管理運営の充実を図る。 

 

 

 

・北代縄文広場や王塚・千坊

山遺跡群など、史跡の樹木伐

採・剪定を行う。 

・北代縄文広場の復元高床建

物の茅葺屋根の差し茅を行

う。 

 

・堀の浚渫及び護岸改修工事 

・再整備基本設計（土塁復元

の修正等） 

・令和５年度予定工事（浚

渫・堀の護岸改修）の実施設

計。 
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令和４年度主要施策に係る現状と課題 

 
                         （所属名 市民学習センター ） 

主 要 事 業 
（項目、予算額（千円） 

概   要 現状の課題・評価 

 

市民大学開設事業費 

１２，８５６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生涯学習の拠点として、市民大

学開設等により､市民に系統的・

継続的な学習機会を提供するも

の。 

 

1 市民大学の開設 

・一般        ３７コース 

・創作       ９コース 

・プラネット    ７コース 

    計     ５３コース 

 

2 生涯学習の啓発 

  わくわくキッズ教室 

７コース 

  特別講演会     ４回 

  特別講義      ５回 

  市民大学祭  

  叢書・学報の発刊 

 

 

 

新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、一部の講

座の休止や定員削減を行い

ながら、郷土・歴史・文学・

美術・健康等に関する多彩

なコース開設により、市民

の継続的な生涯学習活動を

支援している。 

 市民の学習ニーズを把握

し、より魅力あるコース開

設・充実を図るとともに、

市民大学祭などの機会を捉

えて周知を行い、新規受講

者獲得に努める。 
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令和４年度主要施策に係る現状と課題 

 
                              （所属名    図書館） 

主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

１．管理運営事務費 

６５１，２４９ 

 

施設等の維持管理、館の運

営等を行う。 

 

新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、座席数の

制限等を行っている。 

また、こども図書館は開館

時間を短縮している。 

２．蔵書充実事業費 

８６，４９７ 

 

 図書の購入や寄贈資料の

保存等を行う。 
 計画的に図書の購入を行

い、魅力ある開架図書の維持

に努める。特に地域館・分館

においては更新を進め、蔵書

の充実を図る。 

３．読書普及事業費 

１，７７７ 
子どもの読書普及を図る

ほか、視覚障害者等の読書環

境の改善を図る。 

・拡大機能付き音声読書機等

の整備 

 

４．図書館ネットワーク

事業費 

３９，０８９ 

図書館ネットワークシス

テムの維持管理を行う。 
 

５．音と映像資料充実事

業費 

４３０  

ＣＤやＤＶＤ等の音と映

像資料の充実を図る。 
 

６．図書館施設整備事業     

費 

８，８２０ 

公共施設複合化事業基本

計画に基づき整備する大沢

野図書館及び大山図書館の

移転準備を進める。 

令和５年度開館予定 

７．知を深める市民交流

推進事業費 
５，０００ 

 

イベントや講演会など幅

広い世代を対象とした行事

を開催し、読書普及と図書館

の利用促進を図る。 

新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、対策を講

じた上で実施している。 
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令和４年度主要施策に係る現状と課題 

 

                            （所属名 科学博物館 ） 

主 要 事 業 

（項目、予算額(千円)） 
概   要 現状の課題・評価 

１．管理運営事務費 

２０５，２１５ 

・館の運営と維持管理 

 

 新たな保全体制に基づく

施設設備の更新等の対応を

取り、施設の長寿命化を図

る。 

２．調査研究事業費 

１,１７８ 

・自然史・理工 9分野の調査研

究 

・山岳地域自然調査の実施 

・研究報告第 46 号発行 

・研究会、講義での成果発表等 

主に富山の自然について

分野別に調査研究活動を行

い、成果を市民向け研究発

表会、展示、研究報告等を

通じて発表し、自然科学へ

の理解向上に努めている。 

３．展示事業費 

１１,４３８ 

・常設展示の運営と保守 

・ダイヤモンドダスト発生装置

中継器の交換修繕 

・動刻ティラノサウルスのコン

プレッサの交換、外装修繕 

・特別展「英国カラクリ人形」

の開催 

・企画展「ぐるぐる 自然界の

かたち 」等を 7回開催 

リニューアルから 15 年

が経過し、常設展示の故障、

劣化が目立ち、順次修理を

進めている。 

４．資料収集事業費 

９５３ 

・各種資料収集、整理 

・画像の公開 

・標本データ 2,000 件を英語化

し国立科学博物館に提供し

て、地球規模生物多様性情報

機構（GBIF）/サイエンスミ

ュージアムネットS-Netで公

開（館提供累積 251,716 件）。 

 

 

 

 

50万点を超える資料を収

集・収蔵し、展示やイベン

トで役立てているが、保管

スペースの確保が困難にな

りつつある。 
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主 要 事 業 

（項目、予算額(千円)） 
概   要 現状の課題・評価 

５．普及教育事業費 

９，１６４ 

・各種イベントの実施 

 野外観察会、科学教室、連携

イベント 

・星空観察会の実施 

・質問への回答 

・ボランティアの育成と活動の

推進 

・普及雑誌「とやまと自然」の

出版 年 3回 

・学校との連携「教員のための

博物館の日」の開催 

参加する人がそれぞれの

興味を深めることができる

よう、館内外で多様な行事

を企画し、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止の対策

を講じた上で、実施してい

る。 

６．「ジュニア科学賞・

とやま」事業費 

３２４ 

・「第 20 回ジュニア科学賞・と

やま」の実施 

田中耕一氏の研究姿勢に見

られる「優れた着想」「ユニ

ークなアイディア」「粘り強

い努力」のいずれかに抜きん

出た児童・生徒 3人を表彰。 

 

過去 19 年で 57 人の児

童・生徒を表彰した。 

子供たちに科学への夢と

希望を育み、科学の面白さ

を伝えるとともに、子供た

ちの創造性育成に一定の役

割を果たしている。 

７．プラネタリウム投影 

  事業費 

１３,５２５ 

 

・一般向け投影 

 （平日 4回、土日祝日 5回） 

・特別番組 

 学芸員と星空さんぽ 

 （毎週日曜日） 

 イブニングプラネタリウム 

 （5 回）等 

・学習投影（小学 4年生対象） 

・幼児向け投影 

 10月中旬から休止し機器

を更新予定であるが、老朽

化が進んでおり、更新まで

の維持管理を適切に行う必

要がある。 

８．恐竜化石事業費 

１９４ 

・恐竜探検隊行事の実施 

（小学 4～6年生 約 40 名） 

国内最大規模を誇る大山

地域の恐竜足跡化石露頭面

において、約 500 個の足跡

を見学するほか、化石発掘

体験等を実施することで子

供たちの興味を高めてい

る。 
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主 要 事 業 

（項目、予算額(千円)） 
概   要 現状の課題・評価 

９．科学博物館整備事業 

  費 

３２４，５７３ 

（令和３年度～令和４

年度の債務負担行為） 

・プラネタリウム投影システ 

ム、座席、ステージ、プラネ 

タリウム前ロビー等の更新 

・令和５年３月供用開始 

プラネタリウムの総合的

な魅力向上と、機器の老朽

化対応として、更新を行う。 
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令和４年度主要施策に係る現状と課題 

                         

（所属名 郷土博物館） 

主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

１.管理運営事務費 

        98,278 
 

郷土博物館及び佐藤記念美術

館・本丸亭、上滝資料保管庫

の維持・管理・事務費 

適切な維持管理や施設改修

を行い、より良好な観覧環

境を提供する。 

２.展示普及事業費 

8,143 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 特別展（郷土博物館） 

「富山駅１２３年－その歴史

を紐解く」（仮称） 

 

② 特別展（佐藤記念美術館） 

「平コレクション受贈記念 

  東南アジアの陶器」 

 

 

③ 企画展（郷土博物館） 

「とやま戦国伝承」など 4回 

 

 

④ 企画展（佐藤記念美術館） 

「郷土ゆかりの絵画～江戸か

ら現代まで」など 4回 

 

⑤歴史探訪ツアーなど市民向

け普及事業の開催 

 

 

 

・富山駅周辺の整備事業が

一段落するのを機に富山駅

の歴史を開業から遡って紐

解く。 

・平直綱氏が現地で収集し

た東南アジア陶器のコレク

ション受贈を記念して、生

活文化に根差した陶器の魅

力を紹介する。 

・富山に残るさまざまな戦

国武将の伝承や伝説につい

て、その生成に迫り、紹介

する。 

・江戸時代から現代までの

富山にゆかりのある絵師や

作家の作品を館蔵品から紹

介する。 

・本丸亭見学会、夏休みこ

ども向けワークショップ、

富山城トリップなどを開催

する 

 

３.調査研究事業費 

1,162 

資料収集事業 

 

古文書等調査事業 

 

 

調査研究事業 

 

収蔵品の充実を図る。 

 

古文書の調査・整理・目録

刊行準備を着実に進める。 

 

富山市近現代資料調査等を

行う。 

15



令和４年度主要施策に係る現状と課題 

 
                       （所属名 大沢野教育行政センター） 

主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

猪谷関所館管理運営費 

１０，５７７ 
猪谷関所館管理運営、常設

展、企画展等の開催 

 

１ 企画展 

(1)「富山にもあった！大地

震！！関所番人が綴った

『安政の大地震』」（6 月 4

日～9月 25 日） 

(2)「神岡鉱山から KAGRA 計画

へ」（10 月 15 日～令和 5年

1月 22 日） 

(3)「旧飛騨街道 ふるさと絵

画展」（令和5年 2月～5月） 

 

２ 特別企画 

(1) 古文書入門講座  6 月 

(2) 円空仏土鈴教室 

 10 月、11 月 

 

(3) 円空仏ガラス細工教室 

 11 月 

 

３ 歴史と文化講演会 

   10 月 

 

４ 歴史探訪ウオーク 

春のウオーク  5 月 14 日 

 秋のウオーク 9 月 24 日 

・入館者の増加を図るため、

令和元年度に整備した籠

渡し VR 体験等施設の PR

や企画展及び事業等の充

実に努める。 

 

16



令和４年度主要施策に係る現状と課題 

 
                        （所属名 大山教育行政センター） 

主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

１．生涯学習推進事業費 

４８５ 

 
 

青少年健全育成の一環とし

て、「第３８回薬師岳美化行

進」を実施する。 

【実施日】 

 ８月２１日（日） 

 日帰り 

【募集人数】 

 中学生 ２０名 

 指導員 １２名 

 

 市内全中学生を対象に、

富山市の名峰「薬師岳」登

山道周辺の美化活動を行い

ながら、山頂をめざす取組

である。 

「ふるさと富山美化大作

戦」の一環でもあり、自然

愛護や環境保護意識の啓発

を図る意義のある事業であ 

る。 

２．大山歴史民俗資料館 

  等管理運営費 

    １２，０６２ 

 
 
 
 

大山歴史民俗資料館の展示 

資料整備と運営・維持管理 

【常設展示】 

・第一展示室 

  大山の三賢人と文化財 

・第二展示室 

  常願寺川の治水と発電 

・第三展示室 

  有峰の歴史と文化 

  大山地域の鉱山・恐竜 

【企画展】（9 月～11 月） 

  「とやまの山歩き」 

 ・ミニ企画展（4～6 月） 

「大山のちょっと昔展」 

「山の写真展」（2～3 月） 

【その他】 

・体験講座（8 月 6～7 日） 

  「恐竜ジオラマづくり」 

「勾玉づくり」 

・現地見学会 

  「常西合口用水他」（8 月） 

「亀谷銀山他」（10 月） 

 

当資料館は、その名称か

ら旧大山町の歴史と文化に

ついてのみ展示する施設と

思われがちだが、実際は富

山市民の現在の日常生活に

大きく関わることも展示し

ている。 

本市から北アルプスへの

唯一の玄関口に建つ施設の

特徴を活かし、市民のライ

フラインの源である有峰

湖、常願寺川へと続く「大

自然・水・発電」に関する

展示内容を充実・情報発信

することで入館者の増加に

繋げたい。 
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令和４年度主要施策に係る現状と課題 

 
                        （所属名 八尾教育行政センター） 

主 要 事 業 
（項目、予算額(千円)） 

概   要 現状の課題・評価 

１．八尾化石資料館 

管理運営費 

２，５６６ 

八尾地域をはじめ富山県内

から発掘された化石を中心

に、国内外の化石も展示し、

施設運営・維持管理を行う。 

 
【開館日】 

通常開館（年間６０日）※ 

春季:４月２２日～５月１０日 

夏季:７月２２日～８月３１日 

 
※ 希望に応じて臨時開館を

実施する。 

 
企画展の開催 

「熱帯時代のもうひとつの世

界～1660 万年前の八尾の深海

～」 

開催期間（４１日間） 

７月２２日～８月３１日 

施設が中山間地域にある

こと等から入館者数が減少

している。 

近接する市指定天然記念

物「小井波の水芭蕉」や久

婦須川ダム周辺施設（パー

クゴルフ場、サイクルパー

ク）の来訪者へのＰＲを行

うほか、展示内容に工夫を

凝らし入館者の増加に努め

る。 
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